
３月７日（火）

氏名 発言の表題
紀由紀子 １ 　子育て支援としての保育行政の充実

　(1)  平成１８年度の入所状況と待機児数について
　(2)  小金井市の待機児ゼロ作戦のための施策は
　(3)　ファミリーサポートセンター・保育ママの状況と今後の展望
２　 高齢者・障害者に優しい街づくり
　(1)　外出時の休憩のためのベンチを設置（広い道や公園）
　(2)　道路の段差の解消

宮下誠 １　 都市基盤の整備について
　(1)　近い将来、整備が進められる都道各線について、歩道の整備基準を明確
にしてもらいたい
　(2)　比較的太い市道について、歩道整備を早急に進めていってもらいたい
　(3)　霊園通りの深夜のトラック通行等による振動について、これまでの道路
の整備状況を調べ、対策を至急打つべき
　(4)　質屋坂の石畳の一部を、凹凸を減らすなどして平坦面をつくり、高齢者
に配慮した歩道を整備していってもらいたい

渡辺大三 １　防災無線の活用状況について
　(1)　他市との“活用度„の差異について
　(2)　子ども達を犯罪から守るための活用を
２　収入役の廃止、監査委員の増員について
　(1)　市長の考え方を問う（法改正後について）
　(2)　副市長２名体制への移行について
　(3)　議会選出監査委員の増員を

板倉真也 １　市税増収分を市民負担軽減策拡充に振り向けよ（その２）
　(1)　小泉内閣の増税策で、市民各層にどのような影響が起きているか
　(2)　国の政策によって市税が増収となった分を、市民負担軽減策に活用せよ
　(3)　健康診査事業の拡充と医療機関窓口負担の軽減策を
　(4)　難病者手当の拡充を
２　公契約条例を早期に制定せよ
　(1)　公共工事、公共サービスに従事する人に適正な賃金・労働条件、公正な
ルールを確保させるための方針・考え方を問う
　(2)　２００２年６月定例会で陳情書が趣旨採択されて以降の検討状況
　(3)　条例制定に向けた考え方、方針について問う

水上洋志
１　子どもたちの安全対策について。安全対策を考える上で２つの留意点が必
要ではないか
　(1)　子どもに対する防犯教育はいきすぎたものとせず、大人が子どもたちの
安全を確保するという見地をもつこと
　(2)　地域協力のあり方などで、いわゆる「監視型」ではない自主的民主的な
見守り活動をつよめること
２　４つの具体的提案を検討しないか
　(1)　小学校区ごと地域住民、子ども関係者の安全のために知恵を出し合う懇
談会を
　(2)　学童保育所の時間延長を
　(3)　保護者への情報提供を携帯メールで行うこと
　(4)　小学生下校時に防災スピーカーで地域の見守りを呼びかけたらどうか
３　若者の就労支援、雇用問題の解決に市の援助の拡充を

平成１８年第１回定例会一般質問　

　平成１８年第１回市議会定例会の一般質問が次の日程で行われます。

問合先　議会事務局（電話　０４２－３８７－９９４７）

質問内容　下表のとおり

日時　３月７日（火）、８日（水）いずれも午前１０時から（３月５日の日曜議会一般質問
の内容については、日曜議会をお知らせする本ホームページ上に掲載します。)



４　若者の就労、雇用の現状について市はどういう認識をもっているか
５　就労支援・雇用問題の解決に援助の拡充を
　(1)　この間の市の対策と今後どのような検討をしているか
　(2)　若者の労働相談窓口の開設を
　(3)　「ポケット労働法」を活用し、啓発活動をつよめないか
　(4)　若者の就労支援センターの設立を検討しないか

３月８日（水）

斎藤康夫
１　 現在こそ動物とのふれあいにより、生命の尊厳や心の教育が可能ではない
か
　(1)　青少年の犯罪に限らず、生命軽視の凶悪犯罪が多発している
　(2)　幼少期に動物とのふれあいにより生命の尊厳を体験する教育が必要では
ないか
２　 児童・生徒に生命の尊厳を体感させるために、学校で動物を飼育させる必
要がある
　(1)　学校における飼育動物を十分に管理するには専門的知識が必要である
　(2)　児童・生徒に限らず、教師にも動物飼育指導が必要である
３　 地元の獣医師会との連携により、学校動物飼育の充実を
　(1)　市内小学校ですでに行なわれている獣医師会との連携
　(2)　学校飼育動物の校医制度について

漢人明子 １ 　附属機関等の役割・所掌事務について
　(1)　法・条例・規則等によって附属機関等の提言・建議などに関する記載は
異なる。記載内容、有無による違いはなにか
　(2)　提言・建議の明定のない附属機関等による提言・建議の例はあるか
２　 裁判例と行政運営の関係について
　(1)　裁判例とは何か
　(2)　稲葉市長の議会の否決した費途に対する予算流用の違法性を訴えた裁判
は、２月７日、最高裁が原告の上告を棄却し、高裁判決が確定した。この結果
について、市長及び法務担当の見解を問う
３　 多摩の森林再生のために、多摩産木材を使おう
　(1)　見直しされた小金井市グリーン購入基本方針では「土木、建築材等につ
いては（中略）、多摩の森林再生のために、多摩産木材の使用も考慮するもの
とする。」と明記された。この方針に基づく来年度の多摩産木材の使用予定を
問う
　(2)　大規模な使用のためには長期計画での検討が必要ではないか

森戸洋子 １　 発達障害者の支援をつよめないか（その２）
　(1)　小中学校での特別支援教育について、更なる充実を。中学校での支援の
充実について
　(2)　乳幼児期の対応の充実について
２　 三位一体改革・新地方行革指針の小金井市への影響について問う
　(1)　三位一体改革による影響は
　(2)　新地方行革指針と今後の市の「行革」について
　(3)　市民に犠牲をおわせる「行革」はやめるべき

野見山修吉 １　 認知症の早期発見について
　(1)　基本健康診査へのくみこみ
　(2)　心のケア

小山美香 １　 小金井市の水道水について、市の考え方を問う
　(1)　現在、小金井市の水道水は約７割が地下水である。「小金井市の地下水
及び湧水を保全する条例」のある小金井市の地下水、水道水について、市がど
う考えているのか問う


